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非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康
保

険
税
の
負
担
軽
減
制
度
に
つ
い
て

　

箱
館
山
の
山
中
に
あ
る
淡
海
湖
が
、
農
林
水
産

省
の
「
た
め
池
百
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
選
に
選
ば
れ
た
淡
海
湖
を
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
誇
り
と
し
て
保
全
し
、
全
国
に
発
信
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

観
光
振
興
課　

（
２
５
）
８
０
４
０

◆
軽
減
措
置
の
概
要
は･･･

　

特
定
受
給
資
格
者
、
特
定
理
由
離
職
者

の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と

み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

◆
軽
減
期
間
は･･･

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
期
間
と

　

は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職

　

し
て
も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会

　

社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
民
健
康

　

保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

※
制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内(

平
成
21
年
３

　

月
31
日
以
降)

に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
平
成

　

22
年
度
に
限
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ

　

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
の
保
険
税

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
は･･･

　
「
国
民
健
康
保
険
税　

特
例
対
象
被
保

険
者
等
申
告
書
」「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
の
コ
ピ
ー
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課

　

（
２
５
）
８
１
１
６

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職(

特
定

受
給
資
格
者)

や
、
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

る
離
職(

特
定
理
由
離
職
者)

を
さ
れ
た

方
の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
を
講

じ
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

◆
対
象
者
は･･･

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
次
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。

　○特定受給資格者
コード 離　　職　　理　　由
11 解雇
12 天災等の理由により事業の継続が不可能になったことによる解雇
21 雇止め（雇用期間３年以上雇止め通知あり）
22 雇止め（雇用期間３年未満更新明示あり）
31 事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職
32 事業所移転等に伴う正当な理由のある自己都合退職

　○特定理由離職者
コード 離　　職　　理　　由
23 期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）
33 正当な理由のある自己都合退職
34 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間12か月未満）
※上記以外の方は該当しません。

 淡　海　湖
標高 450mの山の中
にある湖面12ha、貯
水量 132万 t の大規
模なため池で、大正時
代に大変な苦労の末
に造られました。渓
谷に造った堰

えんてい

堤から
1.2km の隧

ずいどう

道を掘っ
て導水し、淡海湖が潤
す農地は、現在では滋
賀県の代表的な早場米
地帯となっています。
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　人権擁護委員は、日頃、地域の中で人
権思想を広め、人権侵害が起きないよう
見守り、人権の擁護に務めておられる
方々です。高島市では14人の方々が人
権擁護委員として法務大臣から委嘱さ
れています。
　このたび今津町の三田村幸子さんの任
期満了に伴い、４月から今津町の洲崎富
士夫さんにご就任いただきました。今後
ともよろしくお願いします。
　また三田村幸子さんには12年間、地
域の人権を守るためご尽力頂きました。
本当にありがとうございました。

　 人権施策課　 （25）8524

人権擁護委員就退任

三田村さんから
洲崎さんへ

一般会計歳入予算の主な内訳
市税 2億 2,269万円
地方交付税 2億 7,000万円
国庫支出金 7億 3,361万円
県支出金 △7,798万円
諸収入 5,098万円
市債 △4,830万円

歳入歳出補正予算
区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額
一般会計 262億円 11億 4,000万円 273億 4,000万円
特別会計 135億 6,244万円 1億8,090万円 137億 4,334万円
事業会計 66億 6,628万円 3,645万円 67億　273万円
予算総額 464億 2,872万円 13億 5,735万円 477億 8,607万円

新
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済
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決

新
た
な
経
済
対
策
事
業
を
追
加
し
３
月
補
正
可
決

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
平
成
21
年
度
第
２
次
補
正

予
算
に
お
い
て
、
新
た
に
追
加
交
付
さ
れ
る
「
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
、
厳
し
い
市
内
の
経
済
状
況

を
活
性
化
す
る
た
め
、
地
元
企
業
の
参
画
を
念
頭
に
、
生

活
道
路
・
河
川
な
ど
の
環
境
整
備
を
は
じ
め
、
学
校
施
設

新
た
な
経
済
対
策
事
業
を
追
加
し
３
月
補
正
可
決

新
た
な
経
済
対
策
事
業
を
追
加
し
３
月
補
正
可
決

主　　な　　事　　業

※国庫支出金のきは「きめ細かな臨時交付金」、国庫補助金のあは「安全安心な学校づくり交付金」を表しています。

の
補
修
な
ど
教
育
環
境
の
整
備

と
い
っ
た
、
市
民
の
暮
ら
し
に

直
結
す
る
事
業
の
追
加
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
と
一

体
と
し
て
切
れ
目
な
く
執
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

底
上
げ
が
図
れ
る
よ
う
早
急
に

取
り
組
み
ま
す
。

9,504万円
安曇小学校大規模改修事業

国庫補助金の追加交付を受け、児童が安心
して学べる環境づくりのため、施設を改修
します。
【財源】国庫支出金き　　　　1,660万円

国庫補助金あ　　　　6,733万円
一 般 財 源　　　　　1,111千円

1億　866万円
身近な河川整備事業

台風や集中豪雨による浸水被害を防止し、
沿川住民の生命と財産を守るため河川の改
修を行います。
【財源】国庫支出金き　　　  6,600万円

一 般 財 源　　　　  4,266万円

5,120万円
環境保全対策事業

老朽化が著しい水道施設の改修を行い、安
定した給水を図ります。
【財源】国庫支出金き　　     3,500万円

一 般 財 源　　　　  1,620万円

7,761万円
小中学校管理一般事業

市内小中学校の校舎や設備を改修し、児童
生徒が安心して学校生活を送れるよう学習
環境の向上を図ります。
【財源】国庫支出金き　　　  5,000万円

一 般 財 源　　　　  2,761万円

3,271千円
林道等維持補修事業

森林の路網整備を図るため、林道舗装、落
石防止網設置など林道の維持補修を実施し
ます。
【財源】国庫支出金き　　  　1,920万円

一 般 財 源　　　  　1,351万円

2,230万円
観光施設維持管理事業

マキノ高原下水道排水設備改修、ビラデス
ト今津汚水ポンプ交換など市内観光施設の
維持補修を実施し、適正な管理を図ります。
【財源】国庫支出金き　　   　1,250万円

 一 般 財 源　　　　     980万円

1億 6,270万円
道路維持管理事業

生活道路の舗装補修、側溝整備、道路改良
を行い路上交通の安全を確保します。
【財源】国庫支出金き　1億    501万円

一 般 財 源　　    　5,769万円

2,541万円
新旭学校給食センター管理運営事業

児童生徒に安心安全な学校給食を提供する
ため、老朽化した調理機器など設備の改修
を行います。
【財源】国庫支出金き　　  　1,000万円

一 般 財 源　　　  　1,541万円


